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複式学級の基本的な指導形態と指導計画 

 複式学級の特質は，異学年少人数の児童が同時に学習するということです。そのため算数科の学

習指導の基本的な考えが単式学級とは異なります。 

 指導形態には，学年ごとに学習を行う「学年別指導」と，２つの学年を１つの学級とみなして指

導する「同単元（類似単元）指導」があります。 

 

 算数科では，その特質である領域における系統性，発展性を生かして『共通のねらい』を設定す

ることで，「学年別指導」の形態をとりながらも，可能な限り共通の指導場面を位置付ける「同単

元（類似単元）指導」が進められています。 

 年間の指導計画上，『共通のねらい』を設定できない単元の組合せもしばしばあります。このよ

うな場合は，敢えて無理をしなくてもかまいません。しかし，学習展開や活動のさせ方などを工夫

し，『共通のねらい』がある授業のよさを生かしたいところです。例えば，異単元指導であっても，

授業の最後のまとめで，それぞれの学年で学習したことを交流するなど，１つの学級として学んで

いるという意識をもたせることが考えられます。 

複式学級の授業展開例 

 複式学級の授業では，教師が一方の学年に指導する「直接指導」と，もう一方の学年が児童だけ

で学習を進めていく「間接指導」を組み合わせて指導していくことになります。このとき，教師が

一方の学年から他方の学年へ交互に移動することを「わたり」といいます。 

 一般的には，課題把握－課題追究－解決・定着－適用・発展の４つの過程で学習過程が展開され

ます。このとき，指導の工夫として，例えば，教師が下学年で課題把握の過程を直接指導している

間に，上学年は間接指導で児童が前時の適用・発展の過程に取り組むという方法があります。この

ように，直接指導する過程が重ならないようにすることを「ずらし」といいます。 

 

  右の表は，上学年と下学年の指導 

 過程が重ならないよう，「ずらし」 

 を取り入れ，教師が「直接指導」し 

 ている間，他方が児童だけで学習を 

 進める「間接指導」の展開例です。 

  また，『共通のねらい』を設定し， 

 共通導入・共通終末を位置付けてい 

 ます。 

 

  教師が両学年を交互に移動して指 

 導する「わたり」の際には，間接指 

 導の児童が主体的に取り組めるよう 

 な手立てを工夫する必要があります。 

  児童が何をすればよいか明確にな 

 るように直接指導を工夫するだけで 

 なく，各学校で作成する学習の手引 

 などを活用し，普段から学び方の育 

 成を図ることが大切です。 

共 通 導 入  

共 通 終 末  
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「葛巻町授業力向上プラン2014」の概要 

 平成２６年度に，岩手県学習定着度状況調査や

全国学力・学習状況調査などの結果から，町内の

現状を，右のように捉えました。 

 そして，「葛巻町授業力向上プラン2014」とし
て，７つのキーワードを掲げました。 

 【指導目標】【学習課題】【まとめ】 

 【定着状況の把握】【間接指導の充実】 

 【学び合い】【学習の振り返り】 
 

 これを，各小・中学校が取り組む共通の基盤と
して，ＰＤＣＡサイクルを促進し，各校の校内研
究を活性化しようということです。  

 本町は「北緯40度，ミルクとワインとクリ－ンエネルギ－のまち・葛巻町」 

をキャッチフレーズにする，岩手県中部にある人口７千人ほどの山間の町です。風力・太陽光・バ

イオマスなどの発電は160％以上の電力自給率があります。 

 町内の小学校５校と中学校３校は全てへき地指定を受け，葛巻高等学校との中高一貫教育にも取

り組んでいます。小学校４校が複式学級ですが，そのノウハウは十分確立されているとはいえず，

学力調査等の成果は，先生方の献身的に指導の賜物に他なりません。 

 町内全学校が共同して実践研究できる葛巻町だからこそ，そのメリットを最大限に生かし，小規

模・複式教育にプラス志向で取り組めるのではないかと考えます。 
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指導と評価の一体化を図る 
「教科書を開いて考えさせる授業」の概要 

 「葛巻町授業力向上プラン2014」を基に実践研究を進める中で，教科書の活用法を見直そうという

試みが行われるようになりました。 

 「教科書を開くと答えが書いてあるから，子どもに考えさせることがなくなってしまう。」ではなく，

そもそも 子どもが開いて学習するために編集されたもの なので，算数・数学では，子どもに見せる

ために 敢えて「答え」や「考え方」まで書いた と捉える考え方です。 

 そこで，いくつかの実践の成果や課題を「子どもは，教科書に書いてあることを読みとれるか？」

「教科書から読みとったことを活用できるか？」という視点から整理し，先生方が指導改善を図る際

の選択肢を増やしてもらうために，算数・数学科の授業づくりの例として型を示すことにしました。 

 

「教科書を開いて考えさせる授業」の概要 
 

（１）教科書を開いてシンプルに導入し，子どもに読ませたり書き込ませたりします。 

（２）教科書を開いても，理解できない子ども，勘違いや誤解している子どもがいるはずと考え， 

   理解できたかどうか念のために確認します。 

（３）教科書を基に，算数・数学の論理と用語を使って，授業者が【まとめ】をします。 

   ここまでを20～30分ほどで扱います。 

（４）適用問題などを通して，指導と評価の一体化を図るとともに，既習事項と関連付けたり， 

   学び直したり，発展したりする 考えがいのある課題 に取り組ませます。 

（５）授業でわかったことやわからなかったことなどを，子どもに自由に記述させます。 

  ＜参考文献＞ 「教えて考えさせる授業」を創る 基礎・基本の定着・深化・活用を促す「習得型」授業設計  市川伸一著，図書文化社 
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「子どもは，教科書に書いてあることを読みとれるか？」 

 教科書のとおりにシンプルに導入し，読んだり書き込んだりすることは，子どもにとっては自然

な流れであり，違和感なくスムーズに取り組むことができます。 

 ただし，予習している子どもやすぐにわかってしまう子どももいます。式を書き込ませる際に，

「答えまで書いてもいいですよ。」として，子どもの理解度を見とったり，答えを早く明らかにし

て課題意識を考え方に焦点化したりするようにします。 

 また，教科書に書いてあることは読みとらせ，書いていないところで表現させるようにすると，

○○さんの考えやキャラクターの吹き出しなどにより，多様な考え方を取り上げながら，見通しを

もたせることができます。その際，「わかりましたか？」「はい！」のやりとりでは，子どもが本

当に理解できたか判断できません。念のために，ペアで説明させたり，類似問題に取り組ませたり

して，必ず活動化して確かめるようにします。複式学級でも取り入れたいところです。 

 

「教科書から読みとったことを活用できるか？」 

 まとめまでを20～30分ほどでテンポよく扱い，教科書のドリルで技能の習熟を図ったら， 

残りの時間は，敢えて教科書から少し離れてみることが大切です。 

 特に，主観点が数学的な考え方や知識・理解の場合，それに対応する評価問題を位置付 

けて 指導と評価の一体化 を図ります。そして，問題解決や学び直しの機会などを通して， 

考えがいのある課題 に取り組ませるようにします。要するに，子どもが本時の指導目標を 

達成できたかどうか，活用させて試すということです。複式学級でも，両学年を間接指導 

にして取り組ませることができます。 

 そして，授業の最後に，わかったことやわからなかったことなどを，子どもに自由に記 

述させます。学習者である子どもがどう受けとめたのかを見とることで，授業の反省材料 

とすることもできます。 



 ＜授業づくりのポイント＞ 

 ➀「何を教えるか？」 

 ・本時の【指導目標】，評価の観点と評価規準を焦点化・明確化し，【学習課題】で共有します。 

 ②「どのような力が身に付いたか？」  

 ・本時の指導目標を達成した子どもの姿を，評価問題，解答例 として具体化した上で，【まとめ】 

   を踏まえて，【定着状況の把握】を行い，指導と評価の一体化を図ります。 

 ③「どのように学ぶか？」 

 ・自力解決の場面などでは，取り組みやすい 選択式 や 教科書を参考にした記述式 などを取り入れ， 

  【間接指導の充実】を図ります。 

 ・個別指導したいところをグッと堪えて，【学び合い】の機会にしてみます。 

 ➃「どのように学んだか？」 

 ・子どもの誤解やつまづきを取り上げ，解決を図るとともに，思考を整理する【学習の振り返り】 

  を適宜位置付けます。 

 ・最後に，わかったことやわからなかったことなどを記述させて，学習の意識化を図ります。 

「教科書を開いて考えさせる授業」について，参会者からは次のような感想をいただいています。 
 

 ・授業のテンポが少し速くなるので，適用問題や振り返りなどの時間を確保できる。 

 ・○○さんの考えやキャラクターの吹き出しなどで，多様な考え方を自然に扱える。 

 ・教科書を読ませて教えること，子どもに考えさせることのバランスがよくなる。 

 ・問題を板書したりノートに貼るプリントを作成したりする作業が軽減できる。 

 ・複式学級で，異単元を扱うような場合でも，無理なく取り組める。     …など 
 

 従来の指導法とは異なる点もありますが，単式・複式のどちらでも，教科書を開いて子どもの自学

自習を促すことにより，主体的に学び合う葛巻町の子どもを育んでいきたいと考えます。  

 単式学級では，複式と同様に【間接指導の充実】

を図りながら，そのメリットを十分生かし，子ども

の理解度に寄り添うようにします。 
 

 複式学級では，「ずらし」にこだわらず，両学年

の子どもが教科書で自学自習することを目指します。

したがって，指導過程でというよりは，子どもの状

況に応じてフレキシブルな「わたり」で，子どもの

理解度に寄り添うようにします。そして，複式の特

質を踏まえて 共通終末 を位置付けます。 教材分析

のチャンスと捉え，単式への架け橋となるように，

ねらいを焦点化したり活動を精選したりすることが

大切です。 

単式は，複式のように。 
  複式は，単式への架け橋として。 

個別指導や解説を，
グッと堪えて【学
び合い】に。 

単式のメリットを
生かした【間接指
導の充実】を。 

 複式学級では，授業者が一方の学年を直接指導している間，他方の学年の子どもの活動状況を見る

ことができません。「わたり」が不要な単式学級は，それができるだけで十分メリットがあるといえ

ます。単式だからと，学習活動を増やすことは，そのメリットを放棄することになりかねません。 
 

 子どもは誤解や勘違いがあって当然です。そのよ 

うな場合には，個別指導や解説などをグッと堪えて 

【学び合い】を取り入れるようにします。間接指導 

のように，子どもが主体的に学習を進める場面を位 

置付け，その状況を見とることを優先します。 
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「教科書を開いて考えさせる授業」 
 学習指導実践事例（算数科➀） 

・第５学年：分数のかけ算とわり算を考えよう（東京書籍「新しい算数5下」P.92，93） 

教科書を開いて， 
シンプルに導入し
ます。 

学習課題は端的に
示します。 

教科書の空欄に，
書き込ませます。 

個別指導や解説な
どをグッと堪えて， 
【学び合い】に。 

発問しだいで数学
的な考え方の評価
問題になります。 

この評価問題で，
指導と評価の一体
化を図ります。 

わかったことやわ
からなかったこと
等を，自由に記述
させます。 

教科書をふまえ，
授業者が，まとめ
ます。 

 この実践例では，２つのみほさんの吹き出しに，子どもが誤解しやすい内容があるので， 
その誤解を取り上げ，修正し，まとめにつなげています。その上で，授業者の発問により， 
教科書のドリルの１問を，数学的な考え方の評価問題にします。 
 また，考えがいのある課題 として，教科書にない「０.８÷３」の計算に取り組ませること 
にしました。このような理解を深める算数的活動を位置付けられるのは，教科書を活用して 
テンポよく展開するからこそといえます。 
 

【学習の振り返り】例「まとめとやったことが違っていてビックリした。省略しても消えたわけ
じゃないことがわかったのでよかったです。」 

－５－ 

考えがいのある課
題で理解が深まる
ようにします。 

理解できたかどう
か，念のために確
認します。 



「教科書を開いて考えさせる授業」 
 学習指導実践事例（算数科➁） 

・第６学年：速さ（東京書籍「新しい算数6上」P.82～85） 

教科書を開いて， 
シンプルに導入し
ます。 

学習課題は端的に
示します。 

教科書の空欄に，
書き込ませます。 

個別指導や解説な
どをグッと堪えて， 
【学び合い】に。 

この評価問題で，
指導と評価の一体
化を図ります。 

教科書をふまえ，
授業者が，まとめ
ます。 

選択式にすると，
自力解決の時間を
短縮できます。 

－６－ 

理解できたかどう
か，念のために確
認します。 

教科書P.82 

 
 
 

教科書P.85 
 

教科書P.84 

教科書P.83 

考えがいのある課
題で理解が深まる
ようにします。 

わかったことやわ
からなかったこと
等を，自由に記述
させます。 



教科書を開いて， 
シンプルに導入し
ます。 

教科書の空欄に，
書き込ませます。 

選択式にすると，
自力解決の時間を
短縮できます。 

学習課題は端的に
示します。 

発問しだいで数学
的な考え方の評価
問題になります。 

個別指導や解説な
どをグッと堪えて， 
【学び合い】に。 

教科書にはありま
せんが，授業者が
まとめます。 

それぞれの学習を
振り返って，交流
を図ります。 

わかったことやわ
からなかったこと
等を，自由に記述
させます。 

・第３学年：かけ算を考えよう（東京書籍「新しい算数3上」P.99～101） 

・第４学年：わり算の筆算を考えよう（東京書籍「新しい算数4上」P.112～114） 

授業者は，下学年を中心に指導し
ながら，上学年に指示を出します。 

「教科書を開いて考えさせる授業」 
 複式学習指導実践事例（算数科➂） 

この評価問題で，
指導と評価の一体
化を図ります。 

 この実践例では，前半をテンポよく展開し，後半の 考えがいのある課題 に取り組む時間をどれだ
けとることができるかがポイントです。 
 

 第３学年では，十の位や一の位が０のときの筆算のしかたに，迷う子どもがいるだろうと考えて，
P.100，101の計算問題から抜き出して，ここで考えさせることにしました。 
 第４学年は，次時を見通しながら，誤りのある筆算の例を示して，間違い直しに取り組ま 
せます。 
 

 「どちらもかけ算やわり算の学習の続きです。」とシンプル導入にして，共通終末のほうで 
価値付けを図ります。かけ算を学習しながら，逆のわり算との関係を意識できるのは，まさ 
に複式学級ならではのメリットです。 
 

【学習の振り返り】例（第３学年）「はじめは簡単だったけど，十の位が０のかけ算で少しわから
なくなった。しっかり計算できるようになりたいです。」 

－７－ 

考えがいのある課
題で理解が深まる
ようにします。 

理解できたかどう
か，念のために確
認します。 



教科書を開いて， 
シンプルに導入し
ます。 

教科書の空欄に，
書き込ませます。 

学習課題は端的に
示します。 

前時の問題に戻り，
学び直しを図るこ
ともできます。 

教科書の説明を参
考にした記述式で
説明させます。 

発問しだいで数学
的な考え方の評価
問題になります。 

個別指導や解説な
どをグッと堪えて， 
【学び合い】に。 

教科書をふまえ，
授業者が，まとめ
ます。 

それぞれの学習を
振り返って，交流
を図ります。 

わかったことやわ
からなかったこと
等を，自由に記述
させます。 

・第５学年：小数のわり算を考えよう（東京書籍「新しい算数5上」P.48，49） 

・第６学年：分数のわり算を考えよう（東京書籍「新しい算数6上」P.43） 

授業者は，下学年を中心に指導し
ながら，上学年に指示を出します。 

「教科書を開いて考えさせる授業」 
 複式学習指導実践事例（算数科➃） 

この評価問題で，
指導と評価の一体
化を図ります。 

 この実践例では，教科書には書いていない内容を，いくつか追加しています。 
 

 第５学年では，整数になおす際に誤りがちな例を示し，選択式で考えさせる活動を追加して確認
します。また，教科書に「まとめ」がないので，小数を分数に変えるだけで，後に活用できるよう
にしました。 
 第６学年は，教科書にドリルがなく，評価の観点がわかりにくいところです。 
 前時も，赤を１とみて，青や黄のリボンの割合を考えているので，２時間の学習を統合的 
みて，学び直しを図る 考えがいのある課題 に取り組ませることにしました。 
 

 「どちらもわり算の学習の続きです。」とシンプル導入にして，共通終末 のほうで価値付け 
を図ります。 
 

【学習の振り返り】例（第６学年）「簡単だと思ったのに，リボンの問題に戻ったら難しかった。
かけ算かわり算かではなく，両方ともかけ算で考えてもいいことがわかった。」 

－８－ 

考えがいのある課
題で理解が深まる
ようにします。 

理解できたかどう
か，念のために確
認します。 

選択式にすると，
自力解決の時間を
短縮できます。 



「教科書を開いて考えさせる授業」 
 学習指導実践事例（数学科） 

・第２学年：三角形と四角形（東京書籍「新しい数学2」P.118～119） 

教科書を開いて， 
シンプルに導入し
ます。 

学習課題は端的に
示します。 

個別指導や解説な
どをグッと堪えて， 
【学び合い】に。 

この評価問題で，
指導と評価の一体
化を図ります。 

教科書をふまえ，
授業者が，まとめ
ます。 

選択式にすると，
自力解決の時間を
短縮できます。 

わかったことやわ
からなかったこと
等を，自由に記述
させます。 

考えがいのある課
題で理解が深まる
ようにします。 

－９－ 

理解できたかどう
か，念のために確
認します。 

教科書P.118 

教科書P.119 



「葛巻町ふるさとキャンパス」構想と 
   小規模校，少人数学級における工夫 

 本町では，平成２５年度から，保育園・小学校・中学校・高等学校と地域とが連携した学校教育の

デザイン「葛巻町ふるさとキャンパス」構想による，連携の意識化・重点化を図っています。 

 各中学校区を，葛巻キャンパス，小屋瀬キャンパス，江刈キャンパスとして，それぞれの企画で，

授業交流研修会などに取り組んでいます。 

 また，小規模校，少人数学級における工夫としては，「合同学習」「ふるさと学習（集合学習）」

「交流学習」があります。 

 

 「合同学習」 
  学校内で，学年・学級の枠を超えて数学年が同じ題材(教材) 

 で行う学習です。音楽，図画工作(美術)，体育(保健体育)など 

 で実施されることが多いようです。 
 

 「ふるさと学習（集合学習）」 
  近隣の２校以上の小規模校の子どもたちが１カ所に集まり， 

 共同して教育活動に取り組みます。葛巻町ふるさとキャンパス 

 構想では，これを「ふるさと学習」として，視点の１つにして 

 います。 

  同じキャンパス内の小学校どうしが連携し，相互理解と連帯 

 感を深め，社会性を育むことで，中１ギャップの解消を図った 

 り，ふるさと葛巻の豊かな自然と歴史，文化などを学んだりし 

 ます。普段とは異なるメンバーで，体育の集団運動やゲームを 

 行ったり，社会科見学，宿泊研修などを行ったりしています。 
 

 「交流学習」 
  学校規模や生活環境の異なる学校間で交流しながら行う学習 

 です。町外の学校との交流を行うには，その目的を明確にし， 

 相手校との連絡調整を密に行う必要があります。 

 
 
 

合同学習 

   A 
学年 

   B 
学年 

   C 
学年 

 
 
 

ふるさと学習（集合学習） 

   A 
学校 

   B 
学校 

   C 
学校 

 
 
 
大規模校   小規模校
都市部    郡部等 

 

交流学習 

   A 
学年 

   C 
学年 

－１０－ 
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